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タイにおける協働実践

• 2006年 協働学習に関するセミナー
• 国際交流基金バンコク日本文化センター 年次セミナー

• テーマ：「教室における協働を考える―

ピア・リーディングの実践と意義」

• 講師：早稲田大学 舘岡洋子先生

http://thailanding.zening.info/map/index.htm

タイにおける協働実践

• 2010年 協働学習に関するタイ語の論文

タイにおける協働実践

• 2011年に ピア･リーディングのワークショップ
• 国際交流基金バンコク日本文化センター主催

「さくら地方研修会」

• 対象者：主にタイ人教師

１回目 ２回目 ３回目 ４回目

実施日 ５月 ６月 7月 ８月

会場 北部 東北部 北部 東北部

参加者数

（タイ人）

（日本人）
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ピア・リーディングについての研修
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① ピア･ラーニングとは・日本語教育におけるピア･ラーニング

② ピア･リーディングの実践展開例の紹介

③ ピア･リーディング活動の体験

④ 体験した後の自己評価

⑤ まとめ・振り返り・意見交換

ワークショップの流れ ピア・リーディングについての研修

• 2013年の教師研修

• 国際交流基金バンコク日本文化センター主催

• テーマ： 「協働の学びの場をデザインする」

• 講師：早稲田大学 舘岡洋子先生

＜目的＞ ①教室とはどのような場なのか考える

②協働で学ぶ意義を理解する

③自分の教室で実践できるピア・ラーニングを考える

＜流れ＞ ①活動１：あなたのめざす教室は？

②講義１：ピア・ラーニングの背景

③活動２：学習者体験

④講義２：協働による学びをどう深めるか

⑤活動３：授業デザインの実際

⑥活動４：振り返り

• 2015年

• チュラーロンコーン大学にて

第9回協働実践研究会

タイ国日本語教育研究会
第29回年次セミナー

• 2017年

• 参加者: 日本人・タイ人 (109名)

• 午前のパネル：教室の「学び」を考えよう

• Soontaree Cunthrampunt(2018) “Effectiveness of Japanese Learning Strategy 
“PEER READING” Skills for Thai Learners”Research Report, Srinakharinwirot
University.

• Suneerat Neancharoensuk(2018) “Effectiveness of Peer reading in the Japanese 
Language Reading Class” Japanese Studies Journal, Vol.35(2),  65-77. 

2018年~現在 協働実践や協働学習に関する研究などがタイ
の様々なところで継続的に行われている。
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